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以
前
、
市
の
幹
部

か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
を

受
け
た
こ
と
が
あ

る
。
腹
も
立
っ
た

し
、
納
得
も
で
き

な
か
っ
た
。で
も
、

「
も
う
え
え
わ
。

め
ん
ど
く
さ
い
し
、
ほ
っ
と
こ

う
」
と
思
っ
た
。
大
ご
と
に
す

る
の
も
嫌
だ
っ
た
し
、
自
分
が

我
慢
す
れ
ば
済
む
こ
と
だ
と
も

思
っ
た
▼
と
こ
ろ
が
、
そ
う
簡

単
に
は
終
わ
ら
な
い
。
時
間
が

経
っ
て
も
、
ず
っ
と
心
の
ど
こ

か
に
も
や
も
や
が
残
っ
た
。
そ

の
と
き
改
め
て
気
づ
い
た
。
人

は
、
自
分
の
こ
と
に
な
る
と
案

外
た
た
か
え
な
い
。
理
不
尽
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
、「
こ
れ

く
ら
い
我
慢
す
れ
ば
」「
波
風

を
立
て
た
く
な
い
」
と
、
自
分

を
納
得
さ
せ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、
労
働
組
合
が
必
要
な
の
だ

▼
１
人
で
は
声
を
上
げ
ら
れ
な

い
と
き
、隣
に
立
つ
人
が
い
る
。

「
お
か
し
い
」
と
一
緒
に
い
っ

て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
。
自
分

の
た
め
に
は
た
た
か
え
な
く
て

も
、
誰
か
の
た
め
な
ら
た
た
か

え
る
。
そ
の
誰
か
が
次
は
誰
か

を
支
え
る
。
労
働
組
合
と
は
、

そ
ん
な
支
え
合
い
の
仕
組
み
な

の
だ
と
思
う
。

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920
http : //www.jichiro-hyogo.jp/　E-mail : jhyogo@jichiro-hyogo.jp

３日　公共民間協介護部会・介護労働者交流会
� （あすてっぷ KOBE）
４日　働く女性の交流集会（ひょうご共済会館）
７日　現業・公企統一闘争勝利！県本部総決起集会
� （のじぎく会館）
12日　県本部第77回定期大会（ラッセホール）

当面の日程

大雨！ もうたくさんだ！

吉 田 ノ ボ

　

26
現
業
・
公
企
第
２
次
闘
争

は
、
10
月
16
日
を
統
一
行
動
日

と
し
て
、第
１
次
闘
争
（
６
月
）

の
積
み
残
し
課
題
を
含
め
、
労

働
条
件
・
環
境
の
改
善
を
重
点

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
「
自
治
体
現
場
力
を
推
進
し
、

地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
に

よ
る
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
確
立
」
の
取
り
組
み
を
通
年

闘
争
と
し
て
進
め
る
に
あ
た

り
、
第
２
次
闘
争
で
は
、「
直

営
堅
持
」「
欠
員
の
正
規
職
員

に
よ
る
完
全
補
充
」を
め
ざ
す
。

　

現
業
職
場
で
は
、
10
年
以
上

新
規
採
用
が
行
わ
れ
て
い
な
い

単
組
も
多
く
、
閉
塞
感
が
強

ま
っ
て
い
る
。公
企
職
場
で
は
、

職
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
技
術

力
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
新
規
採
用
に
よ
る
欠
員
補

充
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

現
業
・
公
企
闘
争
委
員
会
は
、

10
月
２
日
に
県
と
交
渉
を
行

い
、
単
組
交
渉
と
連
動
し
て
取

り
組
む
。

　

10
月
７
日
に
は
、
県
本
部
総

決
起
集
会
を
の
じ
ぎ
く
会
館
で

行
い
、
統
一
行
動
日
に
向
け
た

意
思
統
一
を
は
か
る
。

　

全
単
組
が
現
業
・
公
企
闘
争

に
結
集
し
よ
う
。

働
条
件
を
ど
う
守
る
の
か
。

　

こ
の
視
点
か
ら
、
本
部
と
し

て
総
務
省
対
策
、
国
会
対
策
を

さ
ら
に
強
化
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
強
く
要
請
し
た
。

い
さ
つ
に
続
き
、
戎
剛
副
委
員

長
が
通
勤
手
当
な
ど
各
種
手
当

の
引
き
上
げ
、
再
任
用
職
員
や

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
な
ど
12
項
目
を
説
明
。
こ
れ

に
対
し
人
事
委
員
会
の
大
久
保

和
代
委
員
長
は
「
職
員
団
体
か

ら
の
切
実
な
声
に
基
づ
き
、
勧

告
に
向
け
検
討
を
進
め
る
」
と

回
答
し
た
。

　

最
後
に
、
尾
西
委
員
長
は
兵

庫
県
の
起
債
許
可
団
体
転
落
の

職
員
賃
金
へ
の
影
響
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
た
。

　

県
本
部
は
９
月
３
日
、
県
人

事
委
員
会
に
申
し
入
れ
を
行
っ

た
。
尾
西
亮
太
郎
委
員
長
の
あ

組
織
強
化
の
取
り
組
み
を
中
心

に
人
勧
や
政
治
情
勢
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
発
言
が
行
わ
れ
た
。

特
に
構
造
改
革
を
め
ぐ
っ
て
多

く
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ

り
、
持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
単
組
に
伴
走
す

る
組
織
運
動
の
強
化
が
議
論
さ

れ
た
。
採
決
の
結
果
、
全
て
の

議
案
が
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
鬼
木
誠
参

議
院
議
員
を
組
織
内
議
員
と
し

て
擁
立
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

ま
た
、
大
会
で
は
こ
の
１
年

間
の
新
規
加
盟
単
組
（
11
県
本

部
12
単
組
）
の
承
認
・
紹
介
が

あ
っ
た
。

請
を
行
っ
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
本

来
「
公
の
施
設
の
管
理
運
営
」

の
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
地
域

住
民
の
命
を
守
り
、
不
採
算
で

あ
っ
て
も
必
要
な
政
策
医
療
を

担
う
公
立
病
院
に
、
こ
の
制
度

を
安
易
に
導
入
す
る
こ
と
に
は

大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
。
経
営
形
態
の
変
更
あ
り

き
で
は
な
く
、
ま
ず
地
域
医
療

を
ど
う
守
る
の
か
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
働
く
職
員
の
雇
用
と
労

再
編
、
運
営
形
態
の
変
更
を
め

ぐ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
発

言
。
高
砂
市
民
病
院
の
た
た
か

　

大
会
で
は
、
森
哲
二
代
議
員

（
県
本
部
副
委
員
長
）
が
兵
庫

に
お
け
る
公
立
病
院
の
統
合
・

い
に
ふ
れ
、
公
立
病
院

の
統
合
・
再
編
の
中
で

も
、
対
応
に
苦
慮
し
て

き
た
の
が
、
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
移
行
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
本

部
に
対
し
て
４
点
の
要

発言する森副委員長

　

開
会
に
あ
た
り
石
上
千
博
中

央
執
行
委
員
長
は
、
人
事
院
勧

告
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
処
遇
改

善
、
政
治
活
動
な
ど
に
ふ
れ
、

「
組
合
員
の
声
を
力
に
職
場
改

善
と
組
織
拡
大
を
は
か
り
、
持

続
的
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

経
過
報
告
・
方
針
討
議
と
も
、

　

自
治
労
第
１
０
０
回
定
期
大
会
が
８
月
26
～
27
日
、
さ
い
た
ま
市
・
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

で
開
か
れ
た
。
代
議
員
６
６
５
人
が
参
加
し
、
運
動
の
総
括
や
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
に
つ
い

て
討
論
し
た
。
産
別
体
制
・
財
政
の
構
造
改
革
を
中
心
に
持
続
的
な
組
織
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

あいさつを行う石上委員長

組
合
員
の
声
を
力
に
職
場
改
善
、組
織
拡
大

単
組
に
伴
走
す
る
産
別
運
動
を

自
治
労
第
100
回
大
会 

全
て
の
議
案
を
可
決

地
域
医
療
ど
う
守
る
の
か

再任用の処遇改善など
県人事委へ12項目申し入れ

10
月
16
日
が
統
一
行
動
日

現
業
公
企
第
２
次
闘
争
に
結
集
し
よ
う
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社
会
福
祉
評
議
会
は
、
保
育
・
介

護
・
障
害
福
祉
・
生
活
保
護
な
ど
福
祉

現
場
の
声
を
結
集
し
、
労
働
条
件
の

改
善
と
福
祉
制
度
の
充
実
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、
学
習
活
動
や
交
流
を
通

じ
て
組
織
の
強
化
を
進
め
て
い
る
。

　

方
針
と
し
て
、
各
職
域
の
部
会
体

制
の
充
実
を
は
じ
め
、
保
育・
介
護・

福
祉
職
場
で
働
く
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
と
組
織
化
を
重
点
課

題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士
や

介
護
職
員
の
人
材
確
保
、
適
正
な
職

員
配
置
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環

境
の
整
備
、
学
童
保
育
や
児
童
相
談

体
制
の
充
実
な
ど
を
求
め
、
各
職
場

や
関
係
評
議
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

学
習
会
や
集
会
を
通
じ
て
現
場
の
課

題
を
共
有
し
な
が
ら
、
制
度
改
善
に

つ
な
げ
る
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

活
動
の
一
環
と
し
て
、
保
育
部
会

は
６
月
に「
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
」

を
開
催
し
た
。
分
科
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
や
少
子
化
へ
の
対
応
、
組
合
活

動
、
正
規
・
非
正
規
職
員
の
働
き
方
、

食
育
、
人
権
保
育
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

一
方
で
福
祉
部
会
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
活
動
が
停
滞
し
て

お
り
、
社
会
福
祉
に
関
わ
る
職
場
や

仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
な

が
ら
、
活
動
の
再
構
築
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
の
仕
事
は
介
護
や
社

協
、
調
理・
用
務
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
職
種

に
関
わ
る
評
議
会
と
の
連
携
を
深

め
、
社
会
福
祉
に
関
わ
る
仲
間
の
輪

を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
培
っ
た
経
験

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
次
の
世
代
へ
引

き
継
ぎ
、
保
育
・
介
護
・
福
祉
の
現
場

で
働
く
仲
間
が
力
を
合
わ
せ
、
職
場

の
課
題
を
改
善
に
つ
な
げ
る
活
動
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
く
。

保育を考えるつどいでグループワーク

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
協
議
会
は
、
９
月
５
日

に
第
26
回
総
会
を
神
戸
市
ホ
テ
ル
フ
ル
ー
ツ
フ

ラ
ワ
ー
で
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、今
年
８
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
、津
村

崇
夫
前
事
務
局
長（
み
の
り
労
組
）へ
の
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
後
に
、
大
野
敏
隆
議
長
は
、「
津
村

さ
ん
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
辛
抱
強
く
結
集
し

取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

方
針
で
は
、
苅
田
洋
介
事
務
局
長
が
、
幹
事

会
や
学
習
会
を
継
続
し
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
て

の
組
合
員
へ
の
学
習
機
会
を
確
保
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
提
起
し
た
。

　

単
組
報
告
で
は
、
尼
崎
社
協
労
組
が
ニ
ュ
ー

ス
を
未
加
入
者
も
含
め
全
体
に
配
布
し
、
リ
ー

ガ
ル
マ
イ
ン
ド
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
。
兵

庫
県
公
園
職
組
は
、
半
年
間
に
わ
た
る
粘
り
強

い
取
り
組
み
か
ら
最
低
賃
金
＋
40
円
ア
ッ
プ
と

地
域
手
当
改
善
な
ど
の
成
果
を
報
告
し
た
。

き
る
だ
け
喋
ら
せ
る
こ
と
が
大

切
」「
会
計
年
度
の
労
働
実
態

を
具
体
的
に
あ
げ
て
『
正
規
と

の
違
い
』
を
追
及
す
べ
き
」
な

ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

ト
」
の
講
座
は
、
教
宣
委
員
会

が
作
成
し
た
動
画
を
視
聴
。
職

場
オ
ル
グ
か
ら
要
求
づ
く
り
、

事
務
折
衝
の
意
味
や
労
使
交
渉

に
お
け
る
妥
結
を
学
ん
だ
。

　

模
擬
交
渉
は
、
グ
ル
ー
プ
を

単
組
に
見
立
て
、
委
員
長
、
書

記
長
な
ど
任
務
分
担
し
、
要
求

書
づ
く
り
。
当
局
回
答
を
受
け

た
後
交
渉
を
行
っ
た
。

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
定
年
延
長

に
伴
い
50
歳
代
後
半
の
賃
金
抑

　

県
本
部
は
９
月
８
日
、
労
働

学
校
・
実
践
編
を
行
い
、「
要
求
・

交
渉
・
妥
結
」
の
交
渉
サ
イ
ク

ル
を
学
習
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
森

哲
二
副
委
員
長
は
、「
労
働
組
合

は
働
く
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
つ

く
る
の
は
私
た
ち
。
労
働
学
校

を
通
し
て
、
そ
う
し
た
こ
と
も

考
え
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
「
交
渉
の
進
め
方
と
ポ
イ
ン

制
是
正
を
、
Ｂ
グ
ル
ー

プ
は
会
計
年
度
任
用
職

員
の
雇
用
問
題
や
正
規

化
を
要
求
に
あ
げ
た
。

「
制
度
上
、
高
齢
者
職

員
の
昇
給
は
で
き
な

い
」「
会
計
年
度
の
正

規
枠
は
研
究
す
る
」
と

い
っ
た
当
局
回
答
を
執

行
部
が
力
を
あ
わ
せ
て

追
及
し
た
。

　

交
渉
後
は
、
戎
剛
副

委
員
長
が
「
当
局
に
で

模擬交渉の様子

各単組の名産を持ち寄って交流

総会後のレクには家族も含めて参加した

県内では1978年
以来の開催　　

兵庫の各球場でも熱戦が繰り広げられた

　

９
月
12
～
14
日
、
近
畿
地
連

開
催
の
第
34
回
全
日
本
自
治
体

職
員
等
野
球
選
手
権
全
国
優
勝

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
記
念
タ
オ
ル
や
近
畿
の

名
産
品
が
販
売
さ
れ
た
開
会
式

は
、
お
土
産
を
買
い
求
め
る
参

加
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
、
兵
庫

　

大
阪
の
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金

庫
ス
タ
ジ
ア
ム
、
久
宝
寺
緑
地

野
球
場
と
、
兵
庫
の
ベ
イ
コ
ム

野
球
場
、
橘
公
園
野
球
場
で
行

わ
れ
た
試
合
で
出
た
ホ
ー
ム
ラ

ン
は
合
計
16
本
。
各
会
場
で
名

勝
負
が
続
出
し
た
。

　

高
崎
市
職
労
と
太
田
市
職
労

の
群
馬
県
勢
対
決
と
な
っ
た
決

勝
戦
で
は
、
４
対
１
で
高
崎
が

５
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

兵
庫
会
場
で
は
、
県
本
部
衛

生
医
療
評
や
青
年
部
、
女
性
部

の
他
、
神
戸
交
通
労
組
、
尼
崎

市
職
労
、
西
宮
水
労
、
伊
丹
交

通
労
組
、
宝
塚
市
職
労
の
動
員

協
力
を
受
け
、
大
会
運
営
は
滞

り
な
く
行
わ
れ
た
。

熱
戦
の
全
国
大
会
、兵
庫
・
大
阪
で
開
催

近
畿
２
府
４
県
の
名
産
品
も
好
評

教宣動画を
単組でも
活用下さい

評議会の●活●動●紹●介
社福評 ６月に保育の交流会、福祉は再建が課題

公
共
民
間
協

総　
　

会 

粘
り
強
く
賃
上
げ
実
現

50歳代後半の賃金改善を
労働学校実践編 模擬交渉を実施

が
用
意
し
た
大
会

ロ
ゴ
入
り
オ
リ
ジ

ナ
ル
洋
菓
子
セ
ッ

ト
２
種
は
、
大
会

期
間
中
に
完
売
し

た
。


